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長年の移民受け入れ国であるカナダは、総人口の約 20%（678 万人）が移民 1 である






















































































































































































 ― 6 ―  
 
表 1 調査協力者 
協力者本人 配偶者 子ども 
出自の 
言語・文化 仮名 年代 移住理由 在加
年 
滞在資
格 職業 出身 母語 調査時年齢 
A 60 代 仕事 39 市民権 店員（量販店） 日本 J 37 － 
B 50 代 仕事 23 市民権 教員（日本語） 加 E 10 有 
C 40 代 仕事 22 移民 会社員 日本 J 11 － 
D 50 代 W.H. 21 移民 会社員 （加） （E） 19 有 
E 40 代 配偶者渡加 19 移民 専業主婦 日本 J,K（※） 22, 20, 17, 13, 11 有 
F 40 代 結婚  8 移民 専業主婦 加 E 6 － 
G 30 代 留学・仕事  8 移民 店員（量販店） 加 E［G,F］ 2 有 
注：W.H.：ワーキング・ホリデー J：日本語 E：英語 K：朝鮮語 G：ギリシャ語 F：フラン
ス語（加）、（E）：同居していない （※）：普段日本語を使用、必要があれば朝鮮語を話す 
［ ］：幼少時の家庭内言語 22, 20：日本生まれ 
 




調査）。日本語母語話者は 19,670 人（0.46%）、BC 州内に散住しており、多様な言語環境
にあることがわかる。 






と一対一の半構造化インタビューを 2013 年 6,7 月と 2014 年 7,8 月に実施した。所要時間
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中島（2001）が指摘するような、日本語よりも英語を優先して「手遅れになるまで気づか







BC 州の義務教育 11 は、教育言語が英語だけの学校とフレンチ・イマージョンから選択
することができ、親が教育言語を選択して子どもを学校に登録する。このような制度のも
と、親は〈学校選択の基準〉を決めていっている。 
C さんは子どもが 2 歳半のときに、「将来行く学校を考えつつ」居住地を選び、遠くの




















が、日本語を忘れちゃうことが多い」（E さん）のように、ELL に肯定的であった。 
［カナダでの学校教育］においては、就学前の言語環境の決定とは対照的に、地域の事情




















本語以外の出自の言語は、子どもが ELL であることを考慮してその教育を保留している。 








































































































































































































 1 Statistic Canada（2013）では、カナダ国外で生まれ、調査時にカナダ国内に居住する者の総人口
を”immigrant population”と定義している。本稿では、移民人口としてこの数値を採用している。 
 2 2011 年カナダ国勢調査では「幼少期に家庭で覚え今でも理解できる言語（the first language 
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 3 ダグラス・知念（2014）では、「継承語学習者」の定義にも触れている。 
 4 Skutnabb-Kangas（1981: 18）の定義にしたがい、（1）出自（origin）：最初に覚えた言語、（2） 運
用能力（competence）：もっともよく知っている言語、（3）機能（function）：もっとも多く使用
する言語、（4）態度（attitudes）：a. 自ら自分の言語と認める言語、b. 他者によって母語話者と
認められる言語、の 4 つの条件のいずれかを満たすものとする。 
 5 日本社会における外国人住人の社会的「つながり」に関する調査研究において、武田（2011）は、
近隣、親族、友人、就労の 4 領域を設定している。 
 6 最年長の調査協力者は、娘家族と同居し、子育て経験や孫の養育を他の調査協力者と話題にする。 







 9 子どもの日本語学習者向けの日本語教育機関で、主に永住家庭の子どもを対象としている。 
 10 2 歳から就学前の子どもが通う施設で入所は任意である。預かり時間や曜日は施設ごとに異なる。 
 11 ブリティッシュ・コロンビア州の義務教育は 5 歳で始まる。最初の一年は幼稚園課程である。 
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